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ひろコラムNo．１００号を記念して
　

　このコラムも回を重ねて１００回目を迎えることになりました。これもひとえに、サポートしてくだ

さった、多くの皆様のお陰と、感謝の念でいっぱいです。約 10 年前になるでしょうか、広報係の職

員に促されるまま書き始めましたが、こんなに長く続くとは、夢にも思っていませんでした。なにご

とも続けてくることは、私の人生における、大きな学びとなり、力にもなってきたと思っています。

　そして何よりも、それによって私は「野木町」が以前よりずっと好きになり、誰にでも自慢できる

町となってきました。これは毎月少しでも印象に残ることを書いていくうちに、だんだん町の良さが

見えてきて、私にとりましてはうれしい体験でした。普通では経験できない道程であったとも思って

います。これまでお付き合いいただきましたことに、心よりお礼申し上げます。ありがとうございま

した。自分で自分をほめるのもおかしいですが、たまには独り言のつぶやきと、お許しください。

　この野木町の穏やかな雰囲気の中だからこそ続けてこられたのだと思います。また、自然が豊かで、

人々が優しく心触れ合える町だからこそ、書き続けられたのだと思います。そして今回を一つの節目

として、今後は少しでも心に残る内容を心掛け、すべては町民の皆様の心に届くような内容で、お届

けできたらと思っています。

　次回１０１回目からは、気持ちも新たに、また書かせていただきたいと思います。よろしくお願いい

たします。

No.100記念号

【No.83】
ありがとう！望楼

【No.76】
新しい発見

【No.41】
祝！町誕生 50 周年

【No.1】
旧役場跡地に残るレンガ倉庫

【No.87】
「花とレンガ（恋瓦）の町」本番

【No.77】
オープンから１周年

【No.64】
女性町長サミットについて

【No.15】
鳥たちのお気に入り

【No.99】
自然豊かな野木町

【No.79】
ひまわりの季節到来

【No.73】
本物に出会うこと

【No.20】
野木から見える富士山

以下、ひろコラム No.1 ～ 100 号までに取り上げたテーマと写真の抜粋


